
　

旧
東
海
道
の
宿
場
町
と
し

　

旧
東
海
道
の
宿
場
町
と
し

て
藤
沢
宿
の
歴
史
を
伝
え
、

て
藤
沢
宿
の
歴
史
を
伝
え
、

地
域
住
民
や
来
訪
者
の
交
流

地
域
住
民
や
来
訪
者
の
交
流

の
場
と
な
る
「
ふ
じ
さ
わ
宿

の
場
と
な
る
「
ふ
じ
さ
わ
宿

交
流
館
」
が
４
月

交
流
館
」
が
４
月
2929
日
に
開

日
に
開

館
し
た

館
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

藤
沢
宿
は
、江
戸
時
代
、時

　

藤
沢
宿
は
、江
戸
時
代
、時

宗
総
本
山
・
遊
行
寺
の
門
前

宗
総
本
山
・
遊
行
寺
の
門
前

町
で
も
あ
り
、
大
山
や
江
の

町
で
も
あ
り
、
大
山
や
江
の

島
詣
で
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

島
詣
で
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
藤
沢
市
が
２
０
１
４

っ
た
。
藤
沢
市
が
２
０
１
４

年
に
制
定
し
た
「
街
な
み
百

年
に
制
定
し
た
「
街
な
み
百

年
条
例
」に
基
づ
き
、歴
史
や

年
条
例
」に
基
づ
き
、歴
史
や

文
化
を
感
じ
さ
せ
る
資
源
や

文
化
を
感
じ
さ
せ
る
資
源
や

街
な
み
を
地
域
の
共
有
財
産

街
な
み
を
地
域
の
共
有
財
産

と
し
て
手
を
加
え
な
が
ら
保

と
し
て
手
を
加
え
な
が
ら
保

全
、再
生
し
、価
値
を
高
め
て

全
、再
生
し
、価
値
を
高
め
て

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

拠
点
と
し
て
い
く
と
い
う
。

拠
点
と
し
て
い
く
と
い
う
。

　

同
交
流
館
は
藤
沢
橋
交
差

　

同
交
流
館
は
藤
沢
橋
交
差

点
に
近
い
藤
沢
市

点
に
近
い
藤
沢
市

西
富
一
丁
目
の
約

西
富
一
丁
目
の
約

５
百
㎡
の
市
有
地

５
百
㎡
の
市
有
地

に
建
設
さ
れ
た
和

に
建
設
さ
れ
た
和

風
の
２
階
建
て
の

風
の
２
階
建
て
の

建
物
で
、
延
べ
床

建
物
で
、
延
べ
床

面
積
は
約
３
８
０

面
積
は
約
３
８
０

㎡
、
総
工
費
に
１

㎡
、
総
工
費
に
１

億
８
千
万
円
を
か

億
８
千
万
円
を
か

け
た
。

け
た
。

　

１
階
の
郷
土
資

　

１
階
の
郷
土
資

料
展
示
室
に
藤
沢

料
展
示
室
に
藤
沢

宿
周
辺
を
再
現
し
た
１
０
０

宿
周
辺
を
再
現
し
た
１
０
０

分
の
１
の
ジ
オ
ラ
マ
が
あ

分
の
１
の
ジ
オ
ラ
マ
が
あ

り
、
解
説
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

り
、
解
説
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
流
れ
る
。
当
時
の
宿
場
の

が
流
れ
る
。
当
時
の
宿
場
の

様
子
を
再
現
し
た
コ
ン
ピ
ュ

様
子
を
再
現
し
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で

ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で

は
、
宿
場
を
回
遊
し
て
い
る

は
、
宿
場
を
回
遊
し
て
い
る

気
分
を
味
わ
え
る
。
画
像
は

気
分
を
味
わ
え
る
。
画
像
は

文
教
大
の
学
生
が
制
作
し

文
教
大
の
学
生
が
制
作
し

た
。
展
示
で
は
江
戸
時
代
の

た
。
展
示
で
は
江
戸
時
代
の

弁
当
箱
や
旅
枕
な
ど
が
見
ら

弁
当
箱
や
旅
枕
な
ど
が
見
ら

れ
る
。
催
し
会
場
や
ウ
ォ
ー

れ
る
。
催
し
会
場
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
訪
れ
た
人
の
休
憩

キ
ン
グ
で
訪
れ
た
人
の
休
憩

場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
多

場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
多

目
的
ホ
ー
ル
、
２
階
に
有
料

目
的
ホ
ー
ル
、
２
階
に
有
料

で
利
用
で
き
る
２
つ
の
会
議

で
利
用
で
き
る
２
つ
の
会
議

室
も
あ
る
。

室
も
あ
る
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

月
曜
休
館
。
入
館
無
料
。

月
曜
休
館
。
入
館
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
６
６

　

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
６
６

・
5555
・
２
２
５
５

・
２
２
５
５

創業２百年の酒問屋『萬屋本店』創業２百年の酒問屋『萬屋本店』
レストラン・結婚式場にレストラン・結婚式場に

　

鎌
倉
市
長
谷
の
老
舗
酒
問
屋
・
萬
屋
本

　

鎌
倉
市
長
谷
の
老
舗
酒
問
屋
・
萬
屋
本

店
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
と

店
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
と

結
婚
式
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、５
月
８

結
婚
式
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、５
月
８

日
、初
回
の
結
婚
式
披
露
宴
が
行
わ
れ
た
。

日
、初
回
の
結
婚
式
披
露
宴
が
行
わ
れ
た
。

　

萬
屋
本
店
は
江
戸
時
代
の
１
８
０
６
年

　

萬
屋
本
店
は
江
戸
時
代
の
１
８
０
６
年

に
酒
問
屋
と
し
て
創
業
し
、
銘
酒
「
白

に
酒
問
屋
と
し
て
創
業
し
、
銘
酒
「
白

雪
」
の
特
約
店
と
な
っ
て
栄
え
、
全
市
に

雪
」
の
特
約
店
と
な
っ
て
栄
え
、
全
市
に

知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
物
は
関
東

知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
物
は
関
東

大
震
災
時
に
焼
失
し
た
の
ち
、
旧
母
屋
の

大
震
災
時
に
焼
失
し
た
の
ち
、
旧
母
屋
の

部
分
は
１
９
２

部
分
は
１
９
２

５
年
（
大
正

５
年
（
大
正
1414

年
）
に
釘
を
使

年
）
に
釘
を
使

わ
な
い
伝
統
工

わ
な
い
伝
統
工

法
で
再
建
さ
れ

法
で
再
建
さ
れ

た
。
た
。

　

２
０
０
６
年

　

２
０
０
６
年

に
店
じ
ま
い
し

に
店
じ
ま
い
し

た
も
の
の
、
萬

た
も
の
の
、
萬

屋
を
継
承
す

屋
を
継
承
す

る
石
渡
徳
一
さ

る
石
渡
徳
一
さ

ん
は
、
従
来
か

ん
は
、
従
来
か

ら
建
物
の
活
用

ら
建
物
の
活
用

を
思
案
し
て
い

を
思
案
し
て
い

た
。
一
部
の
賃

た
。
一
部
の
賃

貸
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
構

貸
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
構

想
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
「
全

想
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
「
全

部
を
借
り
受
け
た
い
」
と
名

部
を
借
り
受
け
た
い
」
と
名

乗
り
で
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界

乗
り
で
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界

の『
Ｄ
ａ
ｉ
ｙ
ｕ
』（
鎌
倉
市

の『
Ｄ
ａ
ｉ
ｙ
ｕ
』（
鎌
倉
市

扇
ガ
谷
・
宮
腰
真
里
代
表
）

扇
ガ
谷
・
宮
腰
真
里
代
表
）

に
貸
す
こ
と
に
な
っ
た
。

に
貸
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

改
装
は
昨
年
８
月
末
か
ら

　

改
装
は
昨
年
８
月
末
か
ら

８
カ
月
が
か
り
で
行
わ
れ
、

８
カ
月
が
か
り
で
行
わ
れ
、

萬
屋
本
店
の
歴
史
を
将
来
に

萬
屋
本
店
の
歴
史
を
将
来
に

紡
い
で
い
こ
う
と
、
既
存
の

紡
い
で
い
こ
う
と
、
既
存
の

柱
や
梁
、
床
の
間
な
ど
な
る

柱
や
梁
、
床
の
間
な
ど
な
る

べ
く
残
し
た
。
大
き
な
の
れ

べ
く
残
し
た
。
大
き
な
の
れ

ん
を
く
ぐ
っ
て
中
に
入
る

ん
を
く
ぐ
っ
て
中
に
入
る

と
、正
面
の
壁
に
は
、酒
問
屋

と
、正
面
の
壁
に
は
、酒
問
屋

時
代
の
酒
・
醤
油
・
味
噌
な
ど

時
代
の
酒
・
醤
油
・
味
噌
な
ど

の
特
約
代
理
店
の
板
看
板
、

の
特
約
代
理
店
の
板
看
板
、

金
庫
、酒
瓶
な
ど
が
並
び
、奥

金
庫
、酒
瓶
な
ど
が
並
び
、奥

が
レ
ス
ト
ラ
ン（
披
露
宴
会

が
レ
ス
ト
ラ
ン（
披
露
宴
会

場
）と
中
庭
、
そ
の
会
場
の

場
）と
中
庭
、
そ
の
会
場
の

隣
に
蔵
を
改
装
し
た
挙
式
場

隣
に
蔵
を
改
装
し
た
挙
式
場

が
あ
る
。披
露
宴
で
は

が
あ
る
。披
露
宴
で
は
7474
人
、
人
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
4040
人
が
利

人
が
利

用
で
き
る
（
予
約
制
）
。

用
で
き
る
（
予
約
制
）
。

　

５
月
８
日
の
披
露
宴
当

　

５
月
８
日
の
披
露
宴
当

日
、
新
郎
の
久
冨
裕
広
さ
ん

日
、
新
郎
の
久
冨
裕
広
さ
ん

は「
改
装
前
か
ら
二
人
で
建

は「
改
装
前
か
ら
二
人
で
建

物
を
見
て
い
て
雰
囲
気
が
気

物
を
見
て
い
て
雰
囲
気
が
気

に
入
っ
て
選
ん
だ
。決
め
て

に
入
っ
て
選
ん
だ
。決
め
て

よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
た
。

よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
た
。

　

問
い
合
わ
せ
萬
屋
本
店
☎

　

問
い
合
わ
せ
萬
屋
本
店
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2424
・
２
０
４
０

・
２
０
４
０

　

天
空
に
聳
え
立
つ
よ
う
な

　

天
空
に
聳
え
立
つ
よ
う
な

堂
々
と
し
た
建
長
寺
三
門
。

堂
々
と
し
た
建
長
寺
三
門
。

人
々
を
容
易
に
招
き
入
れ
て

人
々
を
容
易
に
招
き
入
れ
て

は
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
奥

は
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
奥

は
深
く
、
こ
こ
は
禅
の
世
界

は
深
く
、
こ
こ
は
禅
の
世
界

へ
の
入
口
な
の
だ
。

へ
の
入
口
な
の
だ
。

　

「
門
よ
り
入
る
は
是
れ
家

　

「
門
よ
り
入
る
は
是
れ
家

珍
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
中
国

珍
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
中
国

宋
代
の
諺
が
あ
る
。
門
の
外

宋
代
の
諺
が
あ
る
。
門
の
外

や
他
か
ら
得
た
知
識
な
ど
は

や
他
か
ら
得
た
知
識
な
ど
は

本
物
で
は
な
い
、
と
い
う

本
物
で
は
な
い
、
と
い
う

意
。
禅
の
道
は
厳
し
く
そ
の

意
。
禅
の
道
は
厳
し
く
そ
の

宝
物
を
外
か
ら
得
る
の
で
は

宝
物
を
外
か
ら
得
る
の
で
は

な
く
自
分
の
内
を
探
し
て
ゆ

な
く
自
分
の
内
を
探
し
て
ゆ

く
。
険
し
い
い
ば
ら
の
道
を

く
。
険
し
い
い
ば
ら
の
道
を

突
き
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

突
き
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
重
圧
す
ら
感
ず
る
。

そ
ん
な
重
圧
す
ら
感
ず
る
。

創
建
当
初
は
現
在
の
３
倍
近

創
建
当
初
は
現
在
の
３
倍
近

く
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
そ
の

く
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
そ
の

途
轍
も
な
い
大
き
さ
の
背
景

途
轍
も
な
い
大
き
さ
の
背
景

に
あ
る
意
義
は
深
い
。

に
あ
る
意
義
は
深
い
。

　

現
在
の
三
門
は
１
７
７
５

　

現
在
の
三
門
は
１
７
７
５

年
（
安
永
４
年
）
の
再
建
。

年
（
安
永
４
年
）
の
再
建
。

開
山
蘭
渓
道
隆
禅
師
五
百
年

開
山
蘭
渓
道
隆
禅
師
五
百
年

遠
諱
の
前
年
に
上
棟
さ
れ
、

遠
諱
の
前
年
に
上
棟
さ
れ
、

そ
の
楼
上
に
五
百
羅
漢
像
が

そ
の
楼
上
に
五
百
羅
漢
像
が

安
置
さ
れ
た
と
い
う
。

安
置
さ
れ
た
と
い
う
。

　

像
は
江
戸
時
代
の
彫
刻

　

像
は
江
戸
時
代
の
彫
刻

家
、仏
師
、髙
橋
鳳
雲
の
作
に

家
、仏
師
、髙
橋
鳳
雲
の
作
に

よ
る
一
大
作
で
、
こ
の
木
彫

よ
る
一
大
作
で
、
こ
の
木
彫

り
像
を
原
型
と
し
て
銅
造
五

り
像
を
原
型
と
し
て
銅
造
五

百
羅
漢
像
が
鋳
造
さ
れ
た
。

百
羅
漢
像
が
鋳
造
さ
れ
た
。

原
型
と
な
っ
た
木
彫
り
像
は

原
型
と
な
っ
た
木
彫
り
像
は

そ
の
後
、
身
延
山
の
山
門

そ
の
後
、
身
延
山
の
山
門

（
明
治
２
年
仮
建
立
）楼
上
に

（
明
治
２
年
仮
建
立
）楼
上
に

安
置
さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も

安
置
さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も

火
災
で
消
失
し
た
と
い
う
。

火
災
で
消
失
し
た
と
い
う
。

　

５
１
３
軀
か
ら
な
る
羅
漢

　

５
１
３
軀
か
ら
な
る
羅
漢

像
は
実
に
様
々
で
ユ
ー
モ
ラ

像
は
実
に
様
々
で
ユ
ー
モ
ラ

ス
だ
。
雲
に
乗
る
も
の
、
椅

ス
だ
。
雲
に
乗
る
も
の
、
椅

子
に
横
座
す
る
も
の
、
龍
や

子
に
横
座
す
る
も
の
、
龍
や

亀
に
乗
る
も
の
、
獅
子
や

亀
に
乗
る
も
の
、
獅
子
や

虎
、
犬
、
猿
、
象
、
魚
な
ど

虎
、
犬
、
猿
、
象
、
魚
な
ど

の
動
物
も
み
ら
れ
、
そ
れ
は

の
動
物
も
み
ら
れ
、
そ
れ
は

愉
し
い
。
５
０
０
軀
を
超
え

愉
し
い
。
５
０
０
軀
を
超
え

る
仏
像
で
あ
る
が
、
ど
れ
ひ

る
仏
像
で
あ
る
が
、
ど
れ
ひ

と
つ
と
し
て
同
型
の
も
の
は

と
つ
と
し
て
同
型
の
も
の
は

な
い
と
い
う
か
ら
凄
い
。

な
い
と
い
う
か
ら
凄
い
。

　

「
羅
漢
さ
ん
」
と
人
々
か

　

「
羅
漢
さ
ん
」
と
人
々
か

ら
親
し
ま
れ
る
が
正
式
に
は

ら
親
し
ま
れ
る
が
正
式
に
は

阿
羅
漢
と
呼
ば
れ
る
。
原
語

阿
羅
漢
と
呼
ば
れ
る
。
原
語

ア
ル
ハ
ト
（
ふ
さ
わ
し
い
、

ア
ル
ハ
ト
（
ふ
さ
わ
し
い
、

で
き
る
の
意
）
を
音
写
し
た

で
き
る
の
意
）
を
音
写
し
た

も
の
で
、
修
行
を
完
成
し
た

も
の
で
、
修
行
を
完
成
し
た

人
、
悟
り
を
得
た
人
、
崇
拝

人
、
悟
り
を
得
た
人
、
崇
拝

さ
れ
る
人
と
い
う
聖
者
を
意

さ
れ
る
人
と
い
う
聖
者
を
意

味
す
る
。
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
と

味
す
る
。
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
と

し
て
は
最
高
位
の
羅
漢
さ
ん

し
て
は
最
高
位
の
羅
漢
さ
ん

は
今
日
も
門
の
下
を
く
ぐ
る

は
今
日
も
門
の
下
を
く
ぐ
る

人
を
見
守
り
、
聖
者
の
智
慧

人
を
見
守
り
、
聖
者
の
智
慧

を
私
た
ち
に
授
け
て
く
だ
さ

を
私
た
ち
に
授
け
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

こ
の
門
の
先
に
は
清
風
が

　

こ
の
門
の
先
に
は
清
風
が

吹
き
抜
け
、
来
る
人
の
心
に

吹
き
抜
け
、
来
る
人
の
心
に

何
か
を
授
け
て
く
だ
さ
る
に

何
か
を
授
け
て
く
だ
さ
る
に

違
い
な
い
。「
覚
悟
を
き
め
て

違
い
な
い
。「
覚
悟
を
き
め
て

自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
き
な

自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
き
な

さ
い
」羅
漢
さ
ん
が
つ
ぶ
や

さ
い
」羅
漢
さ
ん
が
つ
ぶ
や

い
て
下
さ
っ
た
気
が
し
た
。

い
て
下
さ
っ
た
気
が
し
た
。

　

銅
像
製
。像
高
最
大

　

銅
像
製
。像
高
最
大
3030
・
０
・
０

㎝
、
最
小
５
・
４
㎝
。
江
戸

㎝
、
最
小
５
・
４
㎝
。
江
戸

時
代
。鎌
倉
市
指
定
文
化
財
。

時
代
。鎌
倉
市
指
定
文
化
財
。

　

▼

　

▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭

葛
原
岡
神
社
例
大
祭　

６
月
３
日

６
月
３
日
1111
時
神
前
祭
。
４

時
神
前
祭
。
４

日
1818
時
宵
宮
祭
、
５
日

時
宵
宮
祭
、
５
日
1313
時

由
比
ガ
浜
方
面
へ
神
輿
渡

由
比
ガ
浜
方
面
へ
神
輿
渡

御
。
日
野
俊
基
卿
の
慰
霊
。

御
。
日
野
俊
基
卿
の
慰
霊
。

　

▼

　

▼
五
所
神
社
例
祭

五
所
神
社
例
祭　

1111
日

宵
宮
祭
、

宵
宮
祭
、1212
日
1010
時
例
大
祭
、

時
例
大
祭
、

神
幸
祭
、

神
幸
祭
、1515
時
頃
海
上
渡
御
。

時
頃
海
上
渡
御
。

1414
日
1010
時
三
つ
目
神
楽
。

時
三
つ
目
神
楽
。

　

▼

　

▼
ほ
た
る
ま
つ
り

ほ
た
る
ま
つ
り　

1212
日

〜
１
週
間
程
、鶴
岡
八
幡
宮
。

〜
１
週
間
程
、鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼

　

▼
瑞
賢
忌

瑞
賢
忌　

1616
日
1010
時
、
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

　

▼

　

▼
大
祓
式
・
古
神
札
焼
納

大
祓
式
・
古
神
札
焼
納

祭　

3030
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

日
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼

　

▼
海
開
き

海
開
き　

６
月

　

６
月
2424
日
〜
日
〜

８
月
８
月
2828
日
逗
子
海
岸
。
７
月

日
逗
子
海
岸
。
７
月

１
日
〜
８
月

１
日
〜
８
月
3131
日
鎌
倉
の
海

日
鎌
倉
の
海

水
浴
場
。
７
月
２
日
〜
８
月

水
浴
場
。
７
月
２
日
〜
８
月

2828
日
葉
山
の
海
水
浴
場
。

日
葉
山
の
海
水
浴
場
。

　

「
い
ざ
、
鎌
倉
」

　

「
い
ざ
、
鎌
倉
」

〜
歴
史
と
文
化
が
描

〜
歴
史
と
文
化
が
描

く
モ
ザ
イ
ク
画
の
ま

く
モ
ザ
イ
ク
画
の
ま

ち
へ
。
こ
れ
を
タ
イ

ち
へ
。
こ
れ
を
タ
イ

ト
ル
と
す
る
形
で
、

ト
ル
と
す
る
形
で
、

鎌
倉
が
「
日
本
遺
産
」
に
認

鎌
倉
が
「
日
本
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
▼
日
本
遺

定
さ
れ
ま
し
た
。
▼
日
本
遺

産
は
、
平
成

産
は
、
平
成
2727
年
度
か
ら
始

年
度
か
ら
始

ま
っ
た
国
の
制
度
で
、
地
域

ま
っ
た
国
の
制
度
で
、
地
域

の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統

じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統

を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化

を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化

庁
が
審
査
し
、
認
定
し
ま

庁
が
審
査
し
、
認
定
し
ま

す
。
申
請
に
お
い
て
、
鎌
倉

す
。
申
請
に
お
い
て
、
鎌
倉

は「
武
家
の
歴
史
」だ
け
で
な

は「
武
家
の
歴
史
」だ
け
で
な

く
鎌
倉
な
ら
で
は
の
自
然
や

く
鎌
倉
な
ら
で
は
の
自
然
や

文
化
、
芸
術
に
も
触
れ
た
ス

文
化
、
芸
術
に
も
触
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
成
し
ま
し
た

ト
ー
リ
ー
を
構
成
し
ま
し
た

▼
先
日
、「
音
」か
ら
鎌
倉
を

▼
先
日
、「
音
」か
ら
鎌
倉
を

感
じ
る
こ
と
に
着
眼
点
を
置

感
じ
る
こ
と
に
着
眼
点
を
置

い
て
い
る
方
の
お
話
に
触
れ

い
て
い
る
方
の
お
話
に
触
れ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
▼

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
▼

「
鎌
倉
ら
し
い
【
音
】」
。

「
鎌
倉
ら
し
い
【
音
】」
。

様
々
に
あ
り
そ
う
で
す
が
、

様
々
に
あ
り
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
を
楽
し
む
静
寂
や
、
余

そ
れ
を
楽
し
む
静
寂
や
、
余

裕
の
あ
る
空
間
も
ま
た
、
鎌

裕
の
あ
る
空
間
も
ま
た
、
鎌

倉
な
ら
で
は
の
魅
力
の
一
つ

倉
な
ら
で
は
の
魅
力
の
一
つ

と
い
え
そ
う
で
す
。

と
い
え
そ
う
で
す
。  （
Ｎ
）

（
Ｎ
）

石渡徳一さん石渡徳一さん

６月６月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

建
長
寺
三
門
・
五
百
羅

建
長
寺
三
門
・
五
百
羅
漢
像

（6060）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

歴
史
の
場
か
ら
地
域
活
性
化

歴
史
の
場
か
ら
地
域
活
性
化

ふ
じ
さ
わ
宿
交
流
館　

開
館

ふ
じ
さ
わ
宿
交
流
館　

開
館
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